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について検討した。リーチング水量は 25mm の良質水，25mm と 50mm の塩水である。最
初の灌漑期間に集積した塩類に関し，2 種の塩水を用いた場合はリーチング効果が十
分ではなかったが，良質水を用いたリーチングの場合，土壌塩類度が大きく減少した。
また灌漑期間の塩分ストレスは 1 作目よりも 2 作目の方が増加し，塩害の可能性が増
加した。以上の結果から，塩水によるリーチングでも 2 作期目の始めに行えば土壌塩
類度が減少した。特に，良質水を用いたリーチング効果が大きいので，少量でも良質
水の集中的なリーチングが提案された。 
本研究では，低質水を用いた点滴灌漑の用水計画において，富栄養化した水では点滴エ
ミッターの目詰まり評価とその対策，塩水では水分・塩分ストレスおよびリーチング水量
とソルガムの生育収量モデルの関係について，いくつかの新しい知見を明らかにしてい
る。これらは，乾燥地において灌漑水に低質水を利用した点滴灌漑の用水計画において，適
正な灌漑システムの維持管理とリーチング水量を考慮した節水的な灌漑水量を提案するもの
であり，点滴灌漑の普及に大きな意義を有し，学位論文として十分な価値があるものと判
定する。 
 
 
 
